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1　感性を育む国語科学習

国語科がめざす豊かな感性をもつ子どもの姿を,

次のように考える。

㊤　言葉自体のもつおもしろさに気づく子

㊤登場人物に同化し,お話の世界に入り込む
楽しさを味わう子

由登場人物の生き方や考え方を知り,その価

値に触れる子

0日分なりに生き生きと表現する子

わ友達のよさに気づく子

このような子どもの姿を学習の場において実現す

るために,次の点を重視する。

ノ 教材と出会った時の驚きや感動を大切にする。

ノ 五感を働かせて, 経験を生かして想像する。

ノ 音声や文章, 体で表現する。

ノ 言語感覚を磨 く。

2　感性を育む授業づくり

(1)学習過程

【感性を育むための学習過程及び教師の支援】
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支　　援

気づきや

気づき感じる

を意味づける

を認め励ます



子どもたちが題材にかかわる時,自ら感じたり気づいた`りすることで,問いを生み,めあてをも

って学習に向かう。さらにイメージを広げ考えを深め,思いを表現する。楽しさは,自分の内面

から発する欲求が実現したときに感じる。今年度は,《想像する・考える≫の学習ステップに焦

点をあてて授業づくりをしていく。国語科におけるイメージ体験は,豊かな生活経験に支えられ

ている。学習の場でも,できるだけ体を使っての活動を入れ,体験を通して言葉の学習を行って

いきたい。

(2)豊かな感性を育むための条件～文学教榔こ焦点をあてて～(◎は,今年度の重点とする項目)

①　子ども一人一人が,新鮮な驚きや発見をもって出会えるような題材を選ぶ。
②　子ども一人一人が,自分自身のめあて意識をもった学習を進めていくことが何より大

切である。そのため,初発の感想や子どもの問いを大切にした授業展開を工夫する。
◎③　作品の一語,一昔,一句にも作者の生命の灯がともっている。子ども一人一人の気づ
きや感じ方を表現する場を設定し,イメージ豊かな授業を展開する。

◎④　一人一人の問いや発想を大切にするために・,選択の自由を取り入れた学習を展開する。
⑤　学習したことを振り返る場を設定し,教師と子ども,そして,子どもどうしの人間的
なふれあいや学び合いを大切にする。

「おおきなかぶ」(1年)(第二次,第4時)より
①本時の目標　○かぶを抜くときの様子を想像し,音読の工夫をすることができる。
②学習活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《子どもの思い≫
めあて をつか むl l・どんな に読 ん だ らかぶが ぬけ る ように読 め るか

1 な。

かぶを抜くときの様子を想像する
・動作化(会話文を音声化)
・音読の工夫

学習を振り返る

かぶがぬけるようにやってみよう。
「」(会話文)を工夫して読もう。

・きょうの勉強はどうだったかな。

(3)互いのよさを認め,高め合う学級づくり

これまでも,「自分のよさや友達のよさを認め,互いに向上していることを,ともに喜びあえる

受容的・支持的学級風土づくり」をめざしてきた。自分や友だちのよさに気づき,互いを高め合

うための評価力の育成の基盤として学級づくりを大切にする。

(4)豊かな感性を育む教師の支援

教師の「支援」は「指導」の中に含まれ,教師から子どもへと与えられるものと考えられがち

であった。しかし,授業の中では子どもの気づきや感じ方は多様である。それらによって,改め

て教師が気づかされたり,考え方を変えたりすることもあり,それが学習の高まりに結び付くこ

ともある。そういう意味では,支援とは教師と子どもとの両方から発生し互いに共鳴しあうもの

であると考えられる。子どもの気づ

きや感じ方は,具体的には,発表や

つぶやき,ノート等への記述として

表れる。教師はそれを感じ取り,自

らの考え方に取り入れ,より適切な

形にして子どもに返していくことが

大切である。

教師の指導・支援
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子どもからの

気づきや感じ方

L______________,_______L

教師と子どもの感性の共鳴
3.今後の課題

(1)イメージ豊かな授業展開をするための授業形態を工夫をする。

(2)感性を育むという視点で題材を見直し,再構成していく。
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